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1. はじめに 
日本と中国の間では，貿易やビジネスなどの

やり取りが盛んに行われている．そのため，中

国語の学習者が増加している．多くの学習者は

中国語会話教室に通い，中国語教師の下で学習

している．また，少数の学校では，中国語を外

国語教育の正規課程として設置している．そし

て，インターネットの普及により，マルチメデ

ィア教材[1]や e-Learning[2]などによる学習が活
発化している．さらに，中国語文法の解釈及び

ネイティブの発音を気軽に聞くことのできる教

材や Web サイト[3][4]も数多く存在している．
しかし，これまでの教育や教材の多くは読み書

きや聞き取りの強化に重点を置いており，学習

者自身の中国語能力のレベルを判定する教材が

少ない．すなわち，学習者自身が自分の中国語

能力のレベルを把握することは困難である．そ

こで，本研究では，中国語音声の聞き取り，文

章の読み取り，設問への解答を通じて，中国語

能力のレベルを判定する e-Learning システムの
構築を目指す．また，本システムに使用する問

題は中国語検定で使用される教材[5]の内容に基
づいて作成する． 

2. システムの概要 
 本研究では，中国語能力レベルを判定するシ

ステムの開発を目的とする．概要を図１に示す．

本システムは，１）語彙能力調査機能，２）文

法能力調査機能，３）読解能力調査機能，４）

聴解能力調査機能，５）レベル判定機能の５つ

の機能により構成される．なお，語彙・文法・

読解・聴解能力調査機能で使用する問題は，中

国語検定１～３級の各レベルで用意する．また，

各調査で出題する問題としては，中国語検定１

～３級各レベルで 50問ずつ，合計で 150問の問

題を用意した．レベルごとに50問の中からラン 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダムに選択した 30問を

出題する．解答の採点に

ついては，学習者が解答

の入力が完了した時点で

正誤の判定を行い，採点

する．本システムでは，

間違った解答を再表示す

る．それにより，学習者

が正確に解答することが

できなかった問題の傾向

を学習者に把握させるこ

とができる． 

2.1 語彙能力調査機能 
 語彙能力調査機能で

は，学習者が，中国語

語彙のピンインや声調及び意味の確認などを行

い，それに合う解答を入力する． 

2.2 文法能力調査機能 
 文法能力調査機能では，学習者が，未完成の

中国語語句を読み取り，その意味に合う解答を

入力することによって語句を完成する． 

2.3 読解能力調査機能 
 読解能力調査機能では，学習者が，中国語文

章を読んで，その本文に合う言葉や質問に対す

る解答を入力する． 

2.4 聴解能力調査機能 
聴解能力調査機能では，学習者が，ネイティ

ブによる中国語語句や文章の音声を聞き取り，

それに対しての問題への解答を入力する．なお，

中国語の音声は，２回繰り返して学習者に聞か

せる． 

2.5 レベル判定機能 
レベル判定機能では，学習者の中国語能力が

中国語１～３級のどのレベルに該当するかを判

定し，結果を表示する．各級の能力調査が終了

するごとに正解率を算出し，正解率が 80％以上

であれば該当するレベルを表示し，次のレベル

の能力調査に進むことができる．正解率が 80％

未満であった場合は，該当するレベル以下であ

ることを表示し，調査を終了する． 

3. システムの実証実験と考察 
 本システムの各処理の実行例を図２に示す．

実行結果のレベル判定画面では，例として，３
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図２ 実行結果 

級の各調査の正解率が 80％以上であった場合の

結果を示している． 

3.1 実証実験 
本システムの有効性を証明するために，本シ

ステムを用いて実証実験を行った．被験者は，

中国語を母国語としない大学生 30名とした．ま

ず，本システムを利用する前にアンケートを実

施した．事前アンケートでは，被験者は「自分

の中国語能力レベルが１～３級のどのレベルに

該当するか」の予想を回答する．次に，被験者

は，本システムを利用し，レベル判定を行なっ

た．最後に，被験者に本システム利用後の評価

を聞くためにアンケートを実施した．事後アン

ケートでは，被験者は「システムのレベル判定

は役に立つか」という質問とシステム終了後の

感想について回答する．  

 

3.2 結果と考察 
 本システムを用いて実証実験を行った結果と

して，自覚しているレベルと判定結果の比較に

よって，被験者自身が予想しているレベルと本

システムで判定されたレベルには大幅な違いが

あることがわかった．また，事後アンケートの

「システムのレベル判定は役に立つか」という

項目の結果を図３に示す．本システムが役に立

つと回答した被験者は，全体の 83％になるとい

うことがわかった．したがって，過半数の被験

者は，本システムが役に立つという評価をして

いることがわかった．また，終了後の感想では，

「自分が思っているレベルより低いレベルにな

って勉強しようと思った」，「聞き覚えのある

単語でも正しく意味判断できないことに気付い

た」，「単語の意味がわかっているのにピンイ

ンや声調がわからなかった」，「マイペースで

自分の中国語能力レベルを判断できるので，便

利でよかった」という回答が見受けられた．以

上の結果から，本システムが学習者にとって役

に立つシステムであることが証明できたと考え

られる．そして，今後は，以上の結果を踏まえ

て，更なる効率的な中国語能力判定 e-Learning
システムへ発展させていきたいと考えている．  

 

4. おわりに 
本研究では，中国語能力レベルを判定する e-

Learning システムを構築した．そして，実証実
験により，本システムの有効性を確かめた．今

後の発展として，本システムを応用して，中国

語以外の言語にも対応できるのではないかと考

えられる． 
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 図３ アンケートによる本システムの評価 
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